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将
来
に
平
和
な
社
会
を
引
き

継
ぐ
た
め
に
大
切
な
こ
と
は

障
が
い
者
差
別
解
消
法
施
行

へ
の
取
り
組
み
は 西

本　
　
章

理
念
を
明
記
し
た
憲
法
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
誰
も
が
安
心
・
安

全
に
心
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
恒
久
平
和
の
実
現
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
全
て
の
人
が
平
和
へ
の
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
や
、
被
爆
・
福
山
空
襲

体
験
者
の
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、
戦

争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
戦
争
の
実

相
や
悲
惨
さ
を
次
世
代
へ
し
っ
か
り
と

伝
承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

員
が
障
が
い
者
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応

じ
た
適
切
な
配
慮
が
で
き
る
よ
う
、
職

員
対
応
要
領
を
定
め
、
研
修
等
を
通
じ

て
、
全
庁
的
に
啓
発
を
行
う
。

　
市
民
や
事
業
者
へ
の
啓
発
は
、
昨
年

12
月
号
の
広
報
ふ
く
や
ま
へ
障
が
い
者

差
別
解
消
法
の
特
集
記
事
を
掲
載
し
周

知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
も
機
会

を
捉
え
、
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
広
報

テ
レ
ビ
へ
の
手
話
導
入
や
手
話
通
訳
者

養
成
事
業
の
拡
充
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
支
援
の
充
実
や
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
目
的
と
し

て
事
業
者
へ
の
指
導
体
制
を
強
化
す
る
。

市　
民　
連　
合

答

我
が
国
の
今
日
の
繁
栄
と
平
和

を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
平
和
の

答

法
で
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す

る
差
別
を
禁
止
す
る
こ
と
や
、
障
が
い

の
あ
る
人
の
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
の
合
理
的
配
慮
を
行
う
こ
と
、
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
図

る
た
め
に
必
要
な
啓
発
活
動
を
行
う
こ

と
等
が
行
政
機
関
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
市
で
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
職

問

将
来
に
わ
た
り
平
和
な
社
会

を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
大
切
な

こ
と
は
。

問

障
が
い
者
差
別
解
消
法
に
係

る
本
市
の
取
り
組
み
と
、
平
成
28
年

度
予
算
へ
の
反
映
は
。

問

①
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
求

め
る
。

②
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
を
中

学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
す
る
こ
と
。

③
中
学
校
完
全
給
食
の
早
期
実
施
を
。

村
井　
明
美

日
本
共
産
党

の
継
続
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、
病
児
・

病
後
児
保
育
等
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
保
育
サ

ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
す
る
に
は
一

定
の
保
育
料
の
負
担
が
必
要
と
考
え
る
。

②
現
段
階
で
の
対
象
年
齢
の
変
更
等
は

考
え
て
い
な
い
。
引
き
続
き
全
国
一
律

の
制
度
と
し
て
創
設
す
る
よ
う
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
国
に
強
く
要
望
す
る
。

③
加
茂
中
学
校
と
駅
家
中
学
校
を
モ
デ

ル
校
と
し
て
本
年
９
月
か
ら
試
行
実
施

す
る
予
定
。
本
格
実
施
は
親
子
方
式
や

セ
ン
タ
ー
方
式
な
ど
実
施
方
式
を
含
め

多
角
的
に
検
証
す
る
中
で
検
討
す
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備
は

子
育
て
支
援
の
抜
本
的
強
化
を

問

①
市
は
ユ

※
　

ニ
ッ
ト
型
特
養
を

１
４
５
人
分
整
備
予
定
だ
が
、
抜
本

的
な
待
機
者
解
消
に
は
な
ら
な
い
。

２
０
１
４
年
４
月
１
日
現
在
の
特
養

の
待
機
者
数
は
３
０
５
４
人
で
、
申

し
込
み
を
し
て
２
年
経
過
し
て
も
入

所
で
き
な
い
人
も
い
る
。
待
機
者
解

消
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

②
国
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
入
所

者
を
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
認
定

者
と
し
た
。
国
に
対
し
、
要
介
護
３

以
上
の
入
所
要
件
の
撤
回
を
要
望
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

答

①
今
後
も
在
宅
生
活
が
困
難
な

高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

る
た
め
、
国
の
緊
急
対
策
に
呼
応
し
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
追
加
整
備
を

検
討
す
る
。

②
昨
年
４
月
の
介
護
保
険
法
改
正
に
伴

う
制
度
見
直
し
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
入
所
対
象
者
を
原
則
、
要
介

護
３
以
上
と
す
る
こ
と
で
、
中
重
度
の

要
介
護
者
を
支
え
る
施
設
と
し
て
の
機

能
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
在
宅

生
活
が
困
難
な
方
の
入
所
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

答

①
本
市
で
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

※ユニット型特養 ： 常時の介護が必要で、居宅での生活が困難な人が、少数の居室とこれに近接して設けられる共同生活室
により一体的に構成される場所（ユニット）において共同で日常生活を営みつつ、入浴、排せつ、食事などの介護や機能
訓練、日常生活上や療養上の世話を受けるための施設。


